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産業廃棄物処理計画書

2024

静 岡 県 知 事

静岡県掛川市千浜３８１０

ホイバッハカラージャパン株式会社

原田　大輔

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

0537 72 6501

事 業 場 の 名 称 ホイバッハカラージャパン株式会社

事 業 場 の 所 在 地 静岡県 掛川 千浜3810

計 画 期 間 2024/4/1 ～ 2025/3/31

① 事 業 の 種 類 化学工業

② 事 業 の 規 模 工業出荷額　２７．２億円

③ 従 業 員 数 ４５名（正規３８名、派遣７名）　※令和６年４月1日現在

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

※別紙のとおり

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

5
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（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（第２面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類 排出量

汚泥（泥状のもの） 1,862.788 

廃油 1.010 

廃酸 0.000 

廃アルカリ 0.000 

廃プラスチック類 30.150 

木くず 13.220 

金属くず 0.000 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 0.360 

水銀使用製品産業廃棄物 0.000 

廃電気機械器具 0.770 

 ＊汚泥（排水処理汚泥の抑制）
    ①排水処理施設内の凝集沈殿処理工程を最適化し、必要以上な凝集
助剤の添加を防ぐことで凝集沈殿汚泥の発生量を抑えている。
    ②各製造部門が廃液濃度等の負荷を低減させることで、排水処理施
設からの汚泥発生量を抑えている。
    ③排水処理施設内の汚泥沈殿槽で高濃縮濃度を維持し、脱水処理前
の汚泥発生量を抑えている。　
 ＊廃油
    機械油は有価物として、取引先に有償売却している。

産業廃棄物の種類 排出量

汚泥（泥状のもの） 3,200.000 

廃油 2.000 

※別紙のとおり

①現状



ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

廃酸 1.000 

廃アルカリ 1.000 

廃プラスチック類 30.000 

木くず 20.000 

金属くず 1.000 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 5.000 

水銀使用製品産業廃棄物 0.500 

廃電気機械器具 2.500 

 ＊上記のこれまでに実施した取組を更に徹底し、継続する。

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

＊工場内の廃棄物分別マニュアルを作成し、各部署への周知徹底と共
に、
　分別方法を指導している。 
＊廃プラスチック類の分別を特に徹底させ、埋立処分や焼却処分の比率
　を下げている。また、埋立処分については最低限の量に抑えるため、
　埋立処分向けの資料も作成して分別を指導している。
＊廃棄物集積場を定期的に巡回し、分別の適正状態を監視している。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

＊廃プラスチック類の分別を継続して徹底し、特に埋立処分量を最低限
　に抑える。
＊廃プラスチック類に限らず他の産業廃棄物についても可能な限り分別
　し、再生処理の比率を増やす。

①現状

②計画

②計画



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項
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（これまでに実施した取組）
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（今後実施する予定の取組）

（第３面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項
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ｔ ｔ
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ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

該当なし

【前年度（令和　 年度）実績】

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

汚泥（泥状のもの） 0.000 1,861.416 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

＊脱水条件の調整と最適化(脱水効率の向上)
　・平成１８年１０月にフィルタープレスを高圧圧搾タイプに更新。
　・脱水前の汚泥状態を確認し、ろ過性の良い汚泥を脱水機に投入す
る。
　・脱水機の運転管理を徹底し、特にろ布の目詰まりには細心の注意を
払う。
　・汚泥の状態に合わせて、最適なろ布を選定している。

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

汚泥（泥状のもの） 0.000 3,200.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

①現状

②計画



ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

＊上記のこれまでに実施した取組みを徹底し、継続する。
＊今年度、脱水汚泥の平均含水率は、引き続き５０％以下を目標とす
る。



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項
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（これまでに実施した取組）
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（今後実施する予定の取組）

（第４面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入

処分を行った産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

該当なし

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

①現状

②計画



産業廃棄物の処理の委託に関する事項

5

（これまでに実施した取組）

該当なし

【前年度（令和　 年度）実績】

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

汚泥（泥状のもの） 1.372 225.900 0.000 225.900 227.272 

廃油 0.000 1.010 1.010 0.000 1.010 

廃酸 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

廃アルカリ 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

廃プラスチック類 6.600 26.990 0.000 23.090 30.150 

木くず 0.000 13.220 0.000 0.000 13.220 

金属くず 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず

0.140 0.220 0.000 0.220 0.360 

水銀使用製品産業廃棄
物

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

廃電気機械器具 0.770 0.770 0.000 0.000 0.770 

＊管理水準の高い処理業者を選定。
 ＊排水処理施設の脱水汚泥は、全量を再生利用業者へ処理を委託。
 ＊排水処理施設の脱水汚泥は、処理委託前に工場内で天日乾燥し、処
理委託量の低減に努めた。
 ＊廃プラスチック類の内、ポリドラム等の容器類については１００％
の再生処分率を目標とし、廃包材等については分別を徹底して再生処分
率の向上に努めた。
 ＊用水浄化処理汚泥は、全量を再生利用業者へ処理を委託。
 ＊令和５年度の再生利用業者への処理委託量は、全処理委託量の９
８．６％だった。（令和４年度９７．５％）

産業廃棄物の種類

①現状



【目標】

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

汚泥（泥状のもの） 10.000 320.000 0.000 320.000 320.000 

廃油 2.000 2.000 0.000 2.000 2.000 

廃酸 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000 

廃アルカリ 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000 

廃プラスチック類 30.000 15.000 25.000 20.000 30.000 

木くず 0.000 20.000 0.000 0.000 20.000 

金属くず 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず

5.000 3.000 0.000 0.000 5.000 

水銀使用製品産業廃棄
物

0.500 0.500 0.000 0.000 0.500 

廃電気機械器具 2.500 2.500 0.000 0.000 2.500 

＊排水処理施設からの脱水汚泥は、今年度も引き続き全量を再生利用業
者へ処理を委託予定である。
＊用水浄化に伴い発生する汚泥は、引き続き全量を再生利用業者へ処理
を委託予定である。　
＊廃プラスチック類の内、ポリドラム等の容器類は１００％再生処分率
を目標とし、廃包材等については分別を徹底して再生処分率を限りなく
１００％に近づける。その他の廃プラスチック類についても分別を徹底
することで、特に埋立処分量を最低限に抑え、廃プラスチック類全体の
再生処分率を高める。
 ＊再生利用業者への処理委託量は、全処理委託量の９５％以上を目標
とする。
 ＊優良認定処理業者へは、今年度も引き続き処理を委託予定である。
 ＊今年度に、認定熱回収業者へ処理の委託予定はない。
 ＊認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者へは、今年度も引き続き処
理を委託予定である。

※事務処理欄

産業廃棄物の種類

②計画



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙１　産業廃棄物の一連の処理の工程（１／２）

[製造部門]

１. 顔料製造部門(有機顔料)

〔工程〕 〔自社処理〕 〔業者へ委託処理〕

①ジアゾ成分(芳香族アミン類) ①ジアゾ化･カップリング 1-1 ●廃包材 ●廃プラスチック類 焼却･溶融(再生)

②カップリング成分(酸アミド･ナフトール類) 1-2 ●ポリドラム･コンテナ ●廃プラスチック類 破砕/圧縮(再生)

③反応助剤(塩酸､亜硝酸ソーダ等) ②清澄ろ過 1-3 ●廃ろ過助剤 ●汚泥 焼却(再生/埋立)

④その他(ろ過助剤､高分子スルホン剤等) ③結晶化､ケーキろ過 1-4 　廃液､洗浄廃水 自社排水処理施設

④混錬･造粒 1-5 ●廃油(機械油) ●廃油 油水分離(再生)

⑤乾燥･配合･粉砕 1-6 　廃アルカリ液 自社排水処理施設

⑥包装･製品 1-7 ●廃パレット ●木くず 破砕(再生)

⑦事務処理 1-8 ●蛍光灯 ●水銀使用製品産廃 破砕(再生)

1-9 ●OA機器等電気器具 ●廃電気機械器具 破砕(再生)

⑤ブライン冷却〈電力〉 冷媒発生

[技術部門]

２. 技術サービス･品質保証部門

〔工程〕 〔自社処理〕 〔業者へ委託処理〕

　テクニカルセンター(顔料) 品質確認試験 2-1 ●試薬瓶 ●ガラスくず 破砕(再生/埋立)

製品応用試験 2-2 ●廃サンプル ●汚泥 焼却(再生/埋立)

製品開発試験 ●廃油 焼却(再生/埋立)

●引火性廃油 焼却(再生/埋立)

2-3 ●廃液(廃酸､廃アルカリ) ●廃酸､廃アルカリ 中和(再生/埋立)

2-4 ●廃有機溶剤 ●引火性廃油 焼却(再生/埋立)

事務処理 1-8 ●蛍光灯 ●水銀使用製品産廃 破砕(再生)

1-9 ●OA機器等電気器具 ●廃電気機械器具 破砕(再生)

（注：●印は産業廃棄物を表す。）



別紙１　産業廃棄物の一連の処理の工程（２／２）

[共通部門]

３. 工場共通施設

〔工程〕 〔自社処理〕 〔業者へ委託処理〕

(１)排水処理

　凝集沈殿(硫酸第一鉄/消石灰)＋活性汚泥 水処理   ＣＳ⇒ＡＳ⇒ＣＳ⇒放流

汚泥処理 ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽ 3-1 ●排水脱水汚泥 ●汚泥 焼成/焼却(再生)

(２)用水処理

　凝集助剤(ＰＡＣ) 混合⇒凝集沈降 3-2 ●用水処理汚泥 ●汚泥 流動化処理土製造(再生)

(３)事務処理 3-3 ●蛍光灯 ●水銀使用製品産廃 破砕(再生)

3-4 ●OA機器等電気器具 ●廃電気機械器具 破砕(再生)

(４)その他

　①圧力空気(コンプレッサー)〈電力〉 圧力空気発生 3-5 ●廃油(機械油) ●廃油 油水分離(再生)

　②窒素タンク 窒素ガス発生

　③ブライン冷却〈電力〉 冷媒発生

（注：●印は産業廃棄物を表す。）
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          産業廃棄物管理責任者
     ※静岡県産業廃棄物の適正な
        処理に関する条例

テクニカルセンター

顔料製造チーム

顔料工程管理／ＱＣ・ＱＡ
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安全環境・総務チーム


